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信
玄
生
誕
五
百
年
記
念
講
演
会 

二
〇
二
一
・
一
一
・
三 

於
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ 

 

ホ
ー
ル 

 

生
ま
れ
変
わ
る
武
人
～
信
玄
奇
誕
説
話
と
近
世
文
芸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

京
都
精
華
大
学 

堤
邦
彦 

 

⑴
プ
ロ
ロ
ー
グ―

輪
廻
と
再
生
の
説
話
伝
承 

 

ⓐ 

小
泉
八
雲
「R

IK
I-B

A
K

A

」（
『
怪
談
』
一
九
〇
四
よ
り
） 

 
 

母
親
は
死
ん
だ
息
子
の
手
の
ひ
ら
に
名
前
を
書
き
「
次
に
生
ま
れ
る
と
き
は
幸
せ
に
」
と
願
う
。
三
か

月
の
の
ち
富
裕
な
家
の
子
に
再
生
。
手
の
文
字
は
死
ん
だ
子
の
墓
の
土
を
こ
す
り
つ
け
る
と
消
え
る
。 

 
 

 

※
東
京
富
久
町
時
代
の
八
雲
が
実
際
に
髪
結
い
か
ら
聞
い
た
話
を
再
話
。
民
間
に
流
布
し
た
転
生
譚

は
古
く
仏
教
説
話
と
し
て
語
ら
れ
た
。 

 
➡

鈴
木
正
三
『
因
果
物
語
』（
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
刊
） 
【
資
料
１
】 

上
巻
十
九
「
善
根

ゼ
ン
コ
ン

ニ
因ヨ

リ

テ
富
貴
ノ
家
ニ
生ウ

マ

ル
ヽ
事
」 

中
巻
十
九
「
産
子

ウ
マ
レ
コ

ノ
死
タ
ル
ニ
註

シ
ル
シ

ヲ
作ナ

シ
テ
再
来
ヲ
知シ

ル

事
」 

 

※
都
市
伝
説
「
こ
ん
ど
は
落
と
さ
な
い
で
ね
」 

 
 

 

ⓑ 

歴
史
人
物
の
再
生
伝
承
群 

 
 

・
聖
徳
太
子
の
三
生
（
七
生
） 

 
 

・
平
清
盛
の
前
世
（『
平
家
物
語
』） 

 
 

・
曽
我
五
郎
時
致
と
信
玄
奇
誕
譚 

 
 

・
明
智
光
秀
と
明
智
坊
（『
雍
州
府
志
』『
扶
桑
怪
談
弁
述
抄
』
） 

 

⑵
曽
我
兄
弟
の
荒
ぶ
る
亡
魂 

 

ⓒ 

中
世
軍
記
『
曽
我
物
語
』
と
時
衆
聖
の
死
者
鎮
魂 

 
 

 

・
角
川
源
義
『
語
り
物
文
芸
の
発
生
』
一
九
七
五
、
角
川
書
店
） 

 
 

 
 

※
時
衆
は
大
名
家
の
陣
僧
と
な
っ
て
従
軍
し
、
戦
死
者
の
埋
葬
、
供
養
と
鎮
魂
を
行
い
、
後
に
は 

 
 

 
 

 

戦
場
に
散
っ
た
武
者
の
物
語
を
語
っ
た
。 

  

ⓓ 

近
世
仏
教
説
話
集
と
曽
我
亡
魂
譚 

 
 

 

・『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
（
貞
享
元
年
・
一
六
八
四
刊
） 

 
 

 
 

善
光
寺
参
詣
の
修
行
者
が
富
士
の
裾
野
の
草
庵
に
一
夜
の
宿
を
借
り
曽
我
の
亡
魂
に
ま
み
え
る
。 
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⑶ 
曽
我
五
郎
再
生
譚
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

 

ⓔ 
栗
原
信
充
『
柳
庵
雑
筆
』
（
弘
化
二
年
・
一
八
四
五
成
、
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
刊
） 

【
資
料
２
】 

・
編
者
は
甲
斐
源
氏
の
血
を
引
く
国
学
者
で
、
幕
府
の
奥
御
祐
筆
の
立
場
に
あ
り
『
続
武
将
感
状
記
』

な
ど
の
著
を
残
し
た
。
本
書
巻
四
は
「
勝
五
郎
再
生
」
な
ど
の
口
碑
に
続
け
て
数
種
の
歴
史
的
人

物
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
紹
介
。
そ
の
中
に
曽
我
五
郎
の
六
生
を
記
す
。 

 

➀
曽
我
五
郎―

⓶
伊
豆
田
中
庄
の
五
郎
太
夫―

⓷
水
戸
六
地
蔵
寺
の
恵
範—

➃
武
田
晴
信—

 

➄
長
谷
寺
の
専
誉—

⑥
六
波
羅
蜜
寺
の
恵
範 

 

※
➀
は
「
地
藏
功
徳 

摺す
り

袈
裟

け

さ

」
の
由
来
を
語
る
伝
承
（『
諸
仏
感
応
見
好
書
）。
現
在
、
伊
豆
の
修

善
寺
な
ど
で
地
獄
の
苦
を
除
く
「
摺
袈
裟
」
の
呪
符
が
印
刻
・
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
背
景
に
伊
豆

箱
根
の
死
者
再
生
信
仰
（
日
金
地
蔵
な
ど
）
と
の
習
合
が
見
え
隠
れ
す
る
。 

※
⓷
、
⓹
は
長
谷
寺
の
真
義
真
言
宗
豊
山
派
が
か
か
わ
る
伝
承
。
⑥
は
未
詳
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑷ 

武
田
信
玄
の
奇
誕
説
話 

 
 

ⓕ 

甲
府
市
古
府
中
・
曹
洞
宗
大
泉
寺
の
「
縁
起
略
記
」 

【
資
料
３
】 

※
文
政
十
年
・
一
八
二
七
刊
の
。
「
縁
起
略
記
」（
甲
州
文
庫
蔵
）。
奥
付
に
「
舊
板
摩
滅
」
云
々

と
あ
り
再
版
と
み
ら
れ
る
。
『
続
曹
洞
宗
全
書
』
所
収
の
『
大
泉
寺
縁
起
略
記
』
と
同
内
容
。 

※
縁
起
の
巻
末
に
「
天
正
十
九
辛
卯

年
春
日
大
泉
寺
六
世
孝
国
叟
記
焉
」「
創
造
よ
り
こ
の
か
た
の

事
は
本
縁
起
に
委
敷
有
」
と
あ
り
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
以
前
の
本
縁
起
を
も
と
に
編

纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
武
田
氏
は
天
正
十
年
に
滅
ぶ
。
そ
の
直
後
、
大
泉
寺
が
縁
起
を

編
ん
で
、「
曽
我
武
田
の
因
縁
」
と
こ
れ
を
奇
縁
と
し
た
大
泉
寺
の
開
山
を
説
い
た
の
は
、
新

領
主
の
寺
領
安
堵
を
意
識
し
た
書
き
上
げ
の
側
面
を
示
唆
す
る 
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※
開
山
縁
起
の
中
に
山
内
に
湧
き
出
る
「
お
お
い
ず
み
」
の
霊
験
を
書
き
加
え
た
の
は
、
曹
洞
宗

総
持
寺
派
を
特
徴
付
け
る
霊
験
説
話
の
パ
タ
ー
ン
に
通
じ
る
筆
法
と
み
て
よ
い
。
こ
の
門
門

流
の
諸
寺
院
の
縁
起
に
は
以
下
の
特
徴
が
顕
著
。
す
な
わ
ち
開
山
和
尚
の
法
力
に
よ
り
土
地

の
神
霊
，
邪
神
は
済
度
さ
れ
、
霊
井
、
霊
水
の
献
上
（
た
と
え
ば
「
白
山
水
」
）
を
経
て
寺
が

開
か
れ
領
主
の
外
護
を
う
け
て
州
内
一
の
大
寺
院
（
僧
禄
司
）
に
発
展
す
る
。
曽
我
武
田
の
因

縁
も
大
局
的
に
は
曹
洞
宗
総
持
寺
派
の
「
神
人
化
度
」
説
話
の
一
端
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
大

泉
寺
の
開
山
・
天
桂
和
尚
が
神
人
化
度
の
縁
起
を
援
用
す
る
こ
と
の
多
い
通
幻
・
了
庵
の
法
系

に
属
す
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
（【
参
考
】
法
系
図
参
照
） 

《
近
世
中
期
、
大
泉
寺
の
在
江
戸
布
教
活
動
》 

 

大
泉
寺
十
四
世
安
州
は
元
禄
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）
の
こ
ろ
江
戸
麻
布
の
宿
寺
「
大
泉
」
に 

出
向
い
て
天
正
の
由
緒
を
講
釈
し
、
寺
勢
の
伸
張
を
幕
府
に
働
き
か
け
た
。 

（
国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文
庫
蔵
『
甲
斐
国
寺
社
由
緒
書
』） 

 

※
目
貫
の
因
縁
に
ま
つ
わ
る
曽
我
武
田
の
再
生
譚
は
、
十
七
世
紀
末
の
江
戸
幕
府
周
辺
に
あ
っ

て
風
聞
と
な
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。➡

次
項
の
『
新
著
聞
集
』 

 

⑸
信
玄
奇
誕
説
話
の
拡
散
と
文
芸
化
の
軌
跡 

【
資
料
４
】
関
連
作
品
一
覧
参
照 

 

《
説
話
、
記
録
》 

ⓖ 

神
谷
養
勇
軒
『
新
著
聞
集
』
（
寛
延
二
年
・
一
七
四
九
刊
）
【
資
料
５
】 

 
 

第
六
「
甲
州
祐
成
寺
の
来
由
」 

 

兄
十
郎
の
亡
魂
が
弟
五
郎
の
信
玄
へ
の
再
生
を
告
げ
る 

 

※
た
だ
し
『
新
著
聞
集
』
に
は
、
天
桂
の
史
伝
や
大
泉
寺
の
寺
誌
に
関
す
る
記
載
が
い
っ
さ

い
み
ら
れ
な
い
。
『
新
著
聞
集
』
の
記
述
内
容
は
、
一
宗
一
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
汎
な

口
碑
の
流
布
と
筆
録
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

※
本
章
末
尾
に
「
元
禄
十
一
年
」
に
大
泉
寺
の
僧
が
「
し
か
〲
の
縁
起
」
を
言
い
連
ね
て
堂 

 
 

 
 

 
 

 

宇
の
再
興
を
願
い
出
た
こ
と
、
ま
た
証
拠
の
目
貫
が
武
田
越
前
守
の
所
有
に
帰
し
て
手

元
に
現
存
し
た
と
い
う
リ
ア
ル
な
情
報
を
書
き
添
え
て
お
り
話
の
口
承
性
と
臨
場
感
が

う
か
が
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ⓗ 

阿
部
正
信
『
駿
国
雑
志
』（
天
保
十
四
年
・
一
八
四
三
成
立
） 

※
幕
府
の
役
人
の
立
場
か
ら
採
取
さ
れ
た
口
伝
。
恵
林
寺
・
快
川
和
尚
の
逸
事
と
し
て
語
ら

れ
た
も
の
。 
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《
文
芸
作
品
》 

ⓘ 

荻
田
安
静
の
怪
異
小
説
『
宿
直
草
』 

 
巻
五
の
四
「
曽
我
の
幽
霊
の
事
」 

【
資
料
６
】 

 

旅
僧
が
富
士
の
裾
野
で
十
郎
と
大
磯
の
虎
の
亡
霊
に
逢
い
十
郎
自
ら
の
再
生
を
告
げ
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

※
小
田
原
に
は
曽
我
兄
弟
の
供
養
塔
な
ど
の
史
跡
（
城
前
寺
）
が
あ
る
。
そ
う
し
た
情
報
を 

 

綯
い
交
ぜ
に
し
た
虚
構
か
。 

 

※
作
者
の
荻
田
安
静
は
上
方
で
活
躍
し
た
俳
諧
師
で
、
歴
史
・
伝
説
の
読
み
直
し
に
手
腕
を

発
揮
し
た
。
例
え
ば
巻
二
の
十
一
「
小
宰
相
の
局
幽
霊
の
事
」
は
耳
な
し
芳
一
伝
説
を
取
り

上
げ
た
最
も
早
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
。 

信
玄
奇
誕
説
話
は
こ
こ
に
至
り
、
甲
州
在
地
の
伝
承
か
ら
出
版
物
を
介
し
て
世
俗
に
四
散

す
る
小
説
作
品
の
一
景
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

Ⓙ 

奇
談
も
の
浮
世
草
子
『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
（
元
禄
一
七
年
・
一
七
〇
四
刊
） 

 
 

巻
四
の
一
「
富
士
の
影
の
山
」 

 
 

兄
弟
の
契
り
を
結
ん
だ
公
家
侍
が
と
も
に
出
家
し
て
回
国
僧
と
な
り
、
富
士
の
麓
に
て
亡

魂
か
ら
信
玄
の
前
世
が
曽
我
五
郎
な
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
若
君
誕
生
の
一
件
は
な
く

信
玄
治
世
の
時
代
に
設
定
。
目
貫
の
所
在
を
詳
し
く
描
写
、
事
項
に
挙
げ
た
お
家
騒
動
物
と

の
関
連
が
み
ら
れ
る
。 

 

Ⓚ 

八
文
字
屋
本
浮
世
草
子
『
当
世
信
玄
記
』（
正
徳
三
年
・
一
七
一
三
刊
） 

 
 

諸
国
行
脚
の
「
自
然
居
士
」
を
主
人
公
に
信
玄
の
再
生
譚
を
描
く
。
家
督
を
継
い
だ
信
玄
を

め
ぐ
っ
て
お
家
騒
動
が
起
こ
り
活
劇
と
な
る
。
悪
心
は
滅
び
曽
我
供
養
の
法
会
を
も
っ
て

大
団
円
と
な
る
。
当
時
の
歌
舞
伎
の
お
家
騒
動
を
改
作
し
た
芝
居
仕
立
て
の
内
容
。
演
劇
ネ

タ
の
転
用
は
八
文
字
屋
本
の
特
色
と
い
え
る
。 

 

⑸ 

ふ
た
た
び
口
碑
伝
承
の
世
界
へ 

 
 

 

Ⓛ 

『
予
陽
郡
郷
俚
諺
集
』
（
宝
暦
一
二
年
・
一
七
六
二
写
） 

 
 

伊
予
国
温
泉
郡
・
真
善
院
の
縁
起
伝
承
。 

 

・
信
玄
の
家
臣
が
出
家
し
て
真
善
坊
と
名
乗
り
法
華
納
経
の
六
部
聖
と
な
っ
て
諸
国
を
め
ぐ

る
。
伊
予
の
地
に
寺
を
建
て
て
曽
我
五
郎
と
信
玄
の
再
生
譚
を
縁
起
に
組
み
込
ん
だ
。 

 
 
➡

口
碑
と
し
て
の
再
生
伝
承
の
地
方
伝
播
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
話
を
持
っ
て
歩
い

た
納
経
聖
の
介
在
を
示
唆
す
る
。 


